
 

 

 

 

 

 

 

ストーリーを大切にした展開を心がけました。 

例えば，数学 A「図形の性質」では，円周角の定理→円に内接する四角形の定理→接線と弦のつく

る角の定理を連続的に扱っています。（数学 A p.84~89参照） 

           ▼数学 A p.88 2章 図形の性質 

  

既習事項とのつながりを 

意識する記述をより充実 

させました。 

パンフで紹介しきれなかった 

Advanced シリーズ「本文」 

POINT 

基本的な定理の証明は， 

大学入試でも出題される

ことがあります。既習事項

とのつながりを意識する

ことは，定理の証明の本質

的な理解につながります。 

POINT 

「本文」は既習事項とのつながりが分かる展開 



 

 

           ▼数学 A p.89 2章 図形の性質 
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内容解説資料 この資料は，一般社団法人教科書協会の定める「教科書発行者行動規範」に則っております。 

Advanced シリーズのその他の特長 

一連の流れの最後に，それ

までの学習を統合する 

問題を取り上げました。 

個々の定理をつながりを

もって理解することがで

きます。 

POINT 


